
教育環境を取り巻く現状
□人口減少と高齢化の進展 □急速な技術革新 □グローバル化の進展
□新型コロナウイルス感染症を踏まえた生活・行動様式の変化
□家庭状況の変化 □複雑化・多様化する学校課題と教師の働き方改革

学習指導要領が目指す方向性
□社会に開かれた教育課程 □育成を目指す資質・能力の明確化
□主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の推進
□カリキュラム・マネジメントの推進 □教育内容の主な改善事項

本市児童生徒の学力・生活習慣等の現状

○ 児童生徒の「認知的な能力」だけでなく、いわゆる「非認知的な能力」も育てることや、「社会の仕組
み」「生き方」「人との関わり」について体験的に学習する取組は、これまで本市で行ってきた「仙台
自分づくり教育」で目指す「たくましく生きる力」を育む取組に当てはまるものです。

○ 「仙台自分づくり教育」で目指す「たくましく生きる力」は、児童生徒の「確かな学力」を育成するた
めの大切な要素と考えています。そして、それが自立した「学び」への動機となって「基礎的知識・技
能」「活用する力」「主体的な学習態度」に作用し､「確かな学力」の充実につながるものと考えま
す。

○ 「確かな学力」の構成要素、「基礎的知識・技能」「活用する力」「主体的な学習態度」に加え、「た
くましく生きる力」が「確かな学力」の育成の基盤となり、また、確かな学力が育成されることで、た
くましく生きる力も強化されていくものと位置付けます。

○ 学習指導要領で育成を目指す３つの資質能力との関係では、「基礎的知識・技能」を「生きて働く知
識・技能」と、「活用する力」を「未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力等」と、「主体
的な学習態度」を「学びを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力・人間性等」として位置付ける
こととします。

○ 子どもたちの多様な学びの実現と、自らの学習を調整しながら粘り強く学習に取り組む態度を育成する
上で、ＩＣＴの積極的な活用を図り、「確かな学力」の育成を進めていきます。

→ 裏面に掲載しています。

第４章 本プランの推進体制

第３章 「仙台市確かな学力育成プラン2023」における基本的方向

【仙台市生活・学習状況調査】
自分には、良いところがあると思う

仙台市確かな学力育成プラン2023(中間案・概要版) ～すべての子どもたちの可能性を広げるために～
第１章 本プラン策定について

第２章 学力をめぐる現状と課題

○ 本市では、平成30年３月に「仙台市確かな学力育成プラン2018」（前プラン）を策定し、「すべての子

どもたちの可能性を広げるために」の理念のもと、基礎的知識の習得、応用力の育成、学習意欲の向上

等、児童生徒の確かな学力の育成に向けて様々な施策を展開してきました。また、社会的・職業的自立

を目指した仙台版キャリア教育「仙台自分づくり教育」の推進、豊かな学びの環境づくりとして、学校

支援地域本部やコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の導入など、本市が目指す「地域とと

もに歩む学校」の体制づくりも進めてきました。

○ 「仙台市確かな学力育成プラン2023」（本プラン）は、「教育基本法」と「地方教育行政の組織及び運

営に関する法律」に基づいて策定され、「仙台市基本計画」で示された教育分野の施策を協働して推進

する「仙台市教育構想2021」を上位計画とし、学習指導要領の理念に基づいた確かな学力の育成のため

の施策に関する基本計画として位置付けています。

○ 前プランが令和５年３月に計画期間を終えることから、本市の児童生徒を取り巻く状況の変化や成果と

課題、学習指導要領の視点などを踏まえながら、今後５年間の子どもたちの学力向上に向けた教育施策

等の方向性を示す、本プランを策定します。

○ 「自分には、良いところがあると思う」と回答し
た児童生徒の割合は、70%～80%で推移し、中学校
３年生では年々増加傾向にあります。

○ 小学校は全国とほぼ同じような傾向、中学校
はＡ・Ｂ層が多く、Ｃ・Ｄ層が少ない状況で
す。Ｃ層やＤ層の割合をより減少させていく
ことが求められます。(算数・数学)

＊学力層：正答数の多い順に、学力層Ａ、学力層Ｂ、学力層Ｃ、
学力層Ｄとしたもの。全国の学力層の割合をそれぞれ「1」と
した時の、本市の学力層の割合の比を比較する。
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将来の夢や目標を持っている

○ 本プランに基づき執行する事業については、毎年度、施策の取組状況をねらいに沿って検証していきま
す。その際、各領域の点検・評価の視点や教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価を活
用し、進めていきます。

○ 地域や企業、大学等、多様な主体との連携を強化し、効果的な事業の展開を進めていきます。
○ 教育が対応すべき課題等を解決するために、社会情勢やニーズを迅速に把握し、的確な対応に努めてい

きます。
○ 市民の理解と協力を得られるよう、分かりやすく丁寧な情報提供を心掛け、積極的な情報の発信に努め

ていきます。
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「たくましく生きる力」は、
児童生徒の「確かな学力」を
育成するための大切な要素で
す。それが自立した「学び」
への動機となって、「基礎的
知識・技能」「活用する力」
「主体的な学習態度」に作用
し、「確かな学力」の充実に
つながるものと考えます。

確 か な 学 力 の 要 素 学習指導要領

基礎的知識・技能 生きて働く知識・技能

活 用 す る 力 未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力等

主体的な学習態度 学びを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力・人間性等

「たくましく生きる力」

本市における「確かな学力」の要素

ＩＣＴの積極的な活用 p.23～

p.22～

p.21～

目標達成のための６つの施策領域

【仙台市生活・学習状況調査】
自分には、良いところがあると思う

将来の夢や目標を持っている

将来に関する質問への肯定的な回答は高学年に
なるほど減少傾向にあります。子どもたちの内面
を満たしていくため、「自分づくり教育」のさら
なる充実が求められます。



優れた指導手法の習得

仙台自分づくり教育の充実

 ｢仙台自分づくり教育」では、児童生徒が自ら学ぶ意欲を持ち、人や社会との関わりを大切にしながら、
将来の社会的・職業的自立に必要な態度や能力（たくましく生きる力）を育みます。

 ｢仙台自分づくり教育」の活動は、子どもの学習意欲等に大きく関わり学力を支えるものであり、教科
で学んだ知識・技能を活用する場としての機会を有しています。

 指導手法や教材の開発、学力向上を課題としている学校への個別支援など、教
員を支援することを通じて、教員の授業力・ＩＣＴ活用指導力の向上を行うこ
とで、児童生徒の「基礎的知識・技能」の習得や「活用する力」の育成、「主
体的な学習態度」の形成を図ります。

 教員が教材研究を重ね自信を持って授業に臨むことで、児童生徒が分かる授業
が実現します。

(1)授業力向上を目指した研修
(2)確かな学力研修委員会による結果分析・

課題改善の取組
(3)ＩＣＴを活用した教育の推進
(4)学力サポートコーディネーター派遣事業
(5)教科指導エキスパート派遣事業

(1)たくましく生きる力育成プログラム
(2)職場体験活動推進事業
(3)仙台子ども体験プラザ事業
(4)仙台自分づくり夢教室・職業講話
(5)楽学プロジェクト
(6)仙台版キャリア・パスポート

「仙台自分づくりノート」
(7)仙台自分づくり教育研究会・調査研究

家庭や地域との連携・協働

(1)コミュニティ・スクール推進事業
(2)学校支援地域本部事業
(3)家庭学習推進事業
(4)「学習意欲」の科学的

研究に関するプロジェクト

 児童生徒が学ぶことの必要性の認識を高め、学習
内容への興味・関心を向上させるために、家庭や
地域の学習環境の充実を図ります。また、地域の
方との触れ合いにより、自己肯定感・自己有用感
を高めていきます。

 コミュニティ・スクールや学校支援地域本部は、
「地域とともに歩む学校」推進の柱となるもので
あり、 学校・家庭・地域が一体となって地域ぐる
みで子どもを育む体制の構築につながっています。

仙台市確かな学力育成プラン2023
～すべての子どもたちの可能性を広げるために～

「たくましく生きる力」を育みながら、確かな学力の構成要

素である「基礎的知識・技能」の習得、「活用する力」

の育成、「主体的な学習態度」の形成を目指します。

プランの目標

学力、生活・学習状況の的確な把握

(1)標準学力検査の実施 (2)生活・学習状況調査の実施
(3)全国学力・学習状況調査（補完）

 仙台市標準学力検査や生活・学習状況調査を基に各施策の効果検証を行い、児童
生徒の実態を把握するとともに、効果的な学力向上策の検討を行います。

 児童生徒一人ひとりの学習到達度を把握し、有効活用することにより、分かる授
業づくりや個に応じたきめ細かな指導等の授業改善につなげ、確かな学力を一人
ひとりに保障することを目指しています。

確かな学力の育成を実現するためには、保護者や地域の方々、企業等の
各種団体、大学など、多様な主体との連携・協働が必要です。本プランの
主旨を共有し、連携を強化し、すべての子どもたちの可能性を広げるた
め、柱となる施策を推進していきます。

学習環境等の充実

(1)小１のための生活・学習サポーター事業
(2)特別支援教育における学習指導・生活指導補助
(3)指導困難学級対策
(4)スクール・サポート・スタッフ配置事業
(5)仙台市さわやか相談員配置事業
(6)社会教育施設等との連携

 学習の成立のため、一人ひとりの子どもが落ち着いて授業
に参加できるよう、学習環境の整備を進めます。

 幼児期から展開されている学びを学校教育につなげる取組
を進めます。

 社会教育施設と連携した教育課程の検討や学習活動の工夫
を進めます。

きめ細かな指導の充実

(1)小中連携推進事業（学びの連携の推進）
(2)幼保小連携事業
(3)算数・数学における学習支援事業
(4)小学校高学年教科担任制事業
(5)中１数学少人数学習推進事業

 少人数指導等のための非常勤講師や支援員の配置に
よる人的サポート等を通して、学力の向上に向けた
きめ細かな指導が展開できる体制を確立することに
より、児童生徒の「基礎的知識・技能」の習得や
「活用する力」の育成、「主体的な学習態度」の形
成を図ります。

 「小中連携の強化」や「小学校高学年教科担任制事
業」等といった「学びの連携」の一環で、中１
ギャップの解消にも努めていきます。
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目標達成のための６つの施策領域 p.24～


